契約書別紙兼重要事項説明書

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護
特別養護老人ホームたんねの里

　当施設はご契約者（以下入居者）に対して指定地域密着型介護老人福祉施設サービスを提供します。施設の概要や提供されるサービスの内容、契約上ご注意いただきたいことを次の通り説明します。

１．事業者
	事 業 者 の 名 称
	　社会福祉法人　泚山会

	所　 在 　地
	　新潟県柏崎市鏡町２番１４号

	法 人 の 種 別
	　社会福祉法人

	代 表 者 氏 名
	　理事長　矢嶋　文博

	電　話　番　号
	　0257-41-6635




２．ご利用施設
	事業所名
	特別養護老人ホーム たんねの里
	法人名
	社会福祉法人　泚山会

	所 在 地
	柏崎市大字谷根3190番地1
	電話番号
	0257-26-2055

	管理者名
	 　　　本　間　　智　裕
	FAX番号
	0257-26-2033

	指定年月日
	平成23年4月1日（番号　1590500086）

	施設の種類
	指定地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

	入所定員
	29名　3ユニット（1階10名、2階10名、3階9名）

	施設の目的
	　入居者一人ひとりの歩んできた道のりを大切にし、施設サービス計画（ケアプラン）に基づいて、個々のニーズを把握し、その人らしい生活を支援します。
また、地域密着型の特養として、ご家族や地域との繋がりを大切にし、「地域に開かれた施設」「地域から信頼される施設」になることを目的とします。

	運営方針
	　プライバシーの保てる個室（夫婦部屋1室を含む）で、1ユニット10人以下とした家庭的な雰囲気の中で、安全で安心して生活を送れるよう支援します。

	従業員の　概要
	管理者　　　　　　1名　　（常勤）

	
	医師　　　　　　　1名以上（嘱託）

	
	生活相談員　　　　1名以上（常勤）

	
	看護職員　　　　　1名以上（常勤、兼務）

	
	介護職員　　　　　9名以上（常勤）

	
	機能訓練指導員　　1名以上（常勤、兼務）

	
	管理栄養士　　　　1名以上（常勤）

	
	介護支援専門員　　1名以上（常勤、兼務）

	サービスの第三者評価の実施状況
	実施の有無
	無


３．施設の概要
	敷　地
	5,327.20㎡

	建　物
	構　造
	鉄筋コンクリート3階建　

	
	延べ床面積
	1,740.10㎡

	居室等の概要
	当施設では、以下の居室・整備をご用意しております。
入居される居室は、入居者の心身の状況や居室の空き状況によりご希望に沿えない場合もございます。

	居室・設備の種類
	室　数
	面　積
	備　　考

	個室（1人部屋）
夫婦部屋(2人部屋)
	27室
1室
	１５㎡以上
24.06㎡
	3ユニット（1階、2階ユニット各10室
3階ユニット8室、夫婦部屋1室）

	食堂リビング
	3室
	46.5㎡以上
	

	特別浴室
	1室
	31.00㎡
	車椅子入浴装置1台
シャワー入浴装置1台

	医務室
	1室
	20.48㎡
	

	地域交流室
	1室
	30.08㎡
	


〇居室の変更等について
　入居者からの居室の変更希望の申し出があった場合は、居室の空き状況により、施設でその可否を決定します。また、入居者の心身の状況により居室を変更する場合があります。その際は、入居者やご家族等と協議の上で決定するものとします。

４．提供するサービスの内容
① 当施設で提供するサービス内容は、地域密着型介護老人福祉施設サービスです。「地域密着型介護老人福祉施設サービス」とは、高齢者が要介護状態になっても、できる限り住み慣れた地域での生活を継続できるように、入浴、排泄、食事等の介護、相談及び援助、社会生活上の便宜の供与、その他の日常生活上のお世話、機能訓練、健康管理及び療養上のお世話をするサービスをいいます。

② 具体的なサービスの内容は以下の通りです。
○ 介護保険給付サービス
	種　類
	内　　　　　容

	食　事
	食事時間　朝食　  　８:００～　８:４５
　　　　　　昼食　　１１:４５～１２:４５
　　　　　　夕食　　１７:４５～１８:４５
概ねこの時間帯で食事を提供いたしますが、入居者の状態や希望に合わせて食事を提供します。食事時間は、出来るだけ食堂で食べていただくよう配慮します。
年齢や性別を考慮した管理栄養士による献立に沿った食事の提供をします。
保温食器を使用した温かい食事の提供、選択食・希望食・バイキング食・代替食を計画に沿って提供します。

	排　泄
	入居者の身体状況に応じて適切な排泄介助を行います。また、排泄の自立についても援助を行います。オムツ使用の場合、1日の交換回数は定時交換、その他随時に交換となります。個別の排泄パターンを把握して介助を行います。

	入浴
	　健康面で問題がなければ、週2回入浴を行います。入浴が困難な場合は、清拭・更衣を行います。浴槽は、2種類（臥床式浴槽、座位式浴槽）の中から、状態に合った浴槽を使用します。

	身体抑制
	　ベッドや車椅子上での身体抑制は、生命に危険が生じる恐れがある事態など、やむを得ない場合を除いて行いません。身体抑制を実施した場合でも、常に身体抑制を外す方向でお世話の計画をします。

	離　床
	日々の生活リズムと寝たきり防止の為、入居者の体調を考慮した上で、離床活動を行います。また、離床の際に車椅子が必要な入居者には、状態に合った車椅子を提供します。

	リネン
	シーツ・枕カバーの交換は週1回行います。包布の交換は月1回行います。枕のクリーニングは年4回行います。布団のクリーニングは年1回行います。夏期はタオルケットを毎月交換します。また、汚染時はその都度交換を行います。

	機能訓練
	機能訓練のご希望があれば、機能訓練指導員（看護職員と兼務）による訓練を実施します。また、集団のレクリエーションや日常の動作訓練を継続して実施します。

	社会生活上の便宜
	当施設は、必要な教養娯楽設備を整備するとともに、施設生活を充実させる為にレクリエーションや行事を計画・実施します。

	相談業務
	　当施設は、入居者及びそのご家族からのいかなる相談も誠意を持って応じ、可能な限り必要な援助を行うよう努めます。
相談窓口　生活相談員・看護職員

	入居者へ
の対応
	入居者への対応について、人生の先輩という尊敬の念を持って接し、プライドを傷つけることが無いようにします。ケアプラン作成時、入居者に対するお世話を盛り込んだ内容でご提案します。

	健康管理
	嘱託医により、内科回診を設けています。但し、常時医療行為が必要となった場合や、緊急時等必要な場合には主治医あるいは協力医療機関等に責任を持って引き継ぎます。その際は身元引受人へ連絡します。入退院時の送迎は施設が責任を持って行いますが、入院時の手続き・付き添い・洗濯等は家族にお願いします。

	高齢者虐待防止
	高齢者虐待防止法施行の伴い、施設職員の研修強化、周知を行い、絶対にそのような事が無いように、職員教育を徹底します。



○ 介護保険給付外サービス
	種　類
	内　　　　　容

	食　費
	提供する食事の材料費及び調理費にかかる費用は、入居者がご負担いただきます。

	居住費
	たんねの里の施設及び設備を利用し、生活されるにあたり、光熱水費相当額及び室料をご負担していただきます。

	散　髪
	　毎月第4月曜日に、柏崎理容協会からの出張理容サービスを受けられます。1回の散髪につき、実費相当額をご負担していただきます。

	日用品の　購入
	　入居者及び身元引受人の方からの購入が困難な場合は、施設の購入代行サービスをご利用いただけます。

	金銭管理
	たんねの里では、入居者の食費・居住費の支払いや残高管理等の金銭管理サービスをご利用いただけます。金銭管理サービスの詳細は以下の通りです。
① お預かりする物は、預貯金通帳と印鑑です。
　 預貯金通帳はたんねの里が指定する金融機関に限ります。
② 通帳管理者は生活相談員、印鑑管理者は事務職員とします。
　 それぞれ別の耐火金庫で管理します。
③ 年間4回、本人又は身元引受人から出納帳の確認をしてもらいます。また、平日8:30～17:30において、本人又は身元引受人の希望があれば、収支内容について説明します。施設内では、毎月担当者と施設長により収支内容の確認を行います。
④ 基本的には、金銭管理のみであり、不動産管理・有価証券等はお受けできませんのでご了承下さい。
⑤ 金銭管理を行う場合には、施設と本人・身元引受人との間で「預かり金品等に関する同意書」を取り交わします。
⑥ 預かり金等の管理に係る手数料として、1カ月につき1,000円いただきます。



③上記のサービスをご利用するにあたって、負担していただく料金は、介護保険給付サービス
の1割～3割負担と食費、居住費、介護保険給付外サービスとなります。（別紙料金表参照）
　また、介護保険給付サービスの1割～3割負担と食費、居住費に関して、負担が高額になる
場合は、減額措置を受けることが可能となります。（別紙参照）


５．提供するスタッフ
・医　　師　　　　健康維持・管理の為、診療・診察を担当します。
内科医　藤中 秀彦　　歯科医　萬羽 賀津雄
・生活相談員　　　施設での生活全般に関するご相談をいたします。
・看護職員　　　　医師の指示による医療行為・健康管理をいたします。
・介護職員　　　　施設生活に必要な身辺の介護をいたします。
・管理栄養士　　　食事の献立づくりや栄養管理、調理の指導をいたします。
・介護支援専門員　入居者一人ひとりがその人らしい生活を送るために、施設サービス計画
（ケアプラン）の作成をいたします。
・機能訓練指導員　入居者の状態に合った集団のレクリエーション、個別機能訓練を行い、
残存能力維持・ADLの向上に努めます。


６．施設サービスの概要
○ 施設サービス計画
一人ひとりの状態に合ったお世話の総合的な指針として、施設サービス計画（ケアプラン）を介護支援専門員が作成します。作成時には、利用者本人又は身元引受人から承諾をいただきます。施設サービス計画の作成・変更は契約書第2条に基づき実施します。また、入所当初は介護支援専門員の情報等により、暫定施設サービス計画書を作成し、入所後30日以内に正式な施設サービス計画書作成します。

施設長　　本間　智裕
介護主任　　深井　利希
主任生活相談員　　中村　洋平
介護支援専門員　　中村　洋平　　林　俊幸
看護職員兼機能訓練指導員　　保坂　春実　　大月　玲子


７．家族等との連携
○ 身元引受人の役割
　 たんねの里入居時には、身元引受人を定めて下さい。
　 身元引受人からは、以下の項目について協力をお願いします。
　 ①契約書、重要事項説明書、誓約書への署名と尊守
　 ②利用料金の支払い
③入居者名義の不動産管理
　 ④入院時の手続き、洗濯等の身の回りの世話
　 ⑤入居者処遇の協力

○ 家族会活動
　 たんねの里では、家族会を組織しております。家族会は、たんねの里と協力して入居者の福祉の増進を図るとともに、会員相互の研修と親睦を図ることを目的としています。
　 活動内容としては、施設行事への参加・環境整備・家族会忘年会等があります。詳しくは別紙の「たんねの里 家族会会則」を参照。


８．地域との連携
○ 運営推進会議
　 たんねの里では、その運営にあたり、入居者、入居者の家族、地域住民の代表者、当該施設が所在する市町村の職員又は当該市施設が所在する区域を管轄する地域包括支援センターの職員、当該施設に対する知見を有する者により構成される協議会を設置し、概ね二ヶ月に一回以上、運営推進会議にて活動状況を報告し、評価を受けると共に、必要な要望、助言等を聴く機会を設けます。


９．事故発生時の対応
サービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに身元引受人、市町村等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。また、事故によっては身元引受人と施設で協議し、治療費等は入居者負担になる場合があります。
当施設は、個室及び夫婦部屋は2人部屋であり、ユニット内では少人数の職員での対応となります。施設側でも最大限の注意を払い、支援しますが、事故の起こる可能性があることをご理解下さい。
１０．協力医療機関
	医療機関の名称
	　医療法人公仁会　柏崎中央病院

	院　長
	　星山　行基

	所在地
	　柏崎市駅前2丁目1-25

	電話番号
	　0257-23-6254

	診療科
	　内科、外科、整形外科、脳神経外科、泌尿器科、リハビリテーション科




１１．非常災害時の対策
	非常時の対応
	　別途定める防災計画により対応します。

	非常時の訓練等防災設備
	別途定める防災計画により、年2回以上夜間及び昼間を想定した避難訓練を入居者も参加して実施します。
	設備名称
	個数等
	設備名称
	個数等

	スプリンクラー
屋内散水栓
非常通報装置
ガス漏れ報知器
排煙設備
	207
あり
あり
あり
あり
	自動火災報知機
誘導灯
非常用電源
消火器
	あり
２５
あり
１３







１２．苦情処理
　①入居者又は身元引受人は、提供されたサービス等に対して苦情がある場合、いつでも苦情処理窓口に苦情を申し立てることができます。その場合、施設は速やかに事実関係を調査し、その結果並びに改善の必要性を有無及び改善の方法について、入居者又は身元引受人に報告します。
　②入居者又は身元引受人は、介護保険法に従い、国民健康保険団体連合会等の苦情申立機関に苦情を申し立てることができます。
　③施設は、入居者又は身元引受人から第１項又は第２項の苦情申し出がなされたことをもって、入居者又は身元引受人に対していかなる差別的な扱いもいたしません。
　苦情相談窓口　
　　○苦情専用電話　　　　電話　26-2077
　　①苦情解決責任者　　　　施設長　　　　本間智裕
　　②苦情処理窓口担当者　　生活相談員　　中村洋平
　　③当事業所に対する苦情は、次の第三者委員・機関にも申し立てることが出来ます。
	第三者委員
	霜田　文子
	柏崎市松波2-7-4
	電話　24-5178

	
	佐藤　美智子
	柏崎市高柳岡野町1741-2
	電話　41-2102

	
	
	
	


④柏崎市役所　　　介護高齢課　　　　　電話　21-2228
　　⑤新潟県国民健康保険団体連合会　　　　電話　025-285-3022

１３．施設利用の注意事項
①介護保険施設においては、他にも大勢の入居者がいらっしゃいます。それらの方の迷惑にな
らないように、次の項目について留意して下さい。
	面　会
	　面会時間　7:30～19:00（この時間以外の場合は予めご連絡下さい。）
　来訪者は、所定の面会カードにご記入し、面会カード受けに投函するか、ユニットにいる介護職員にお渡し下さい。
入居者への差し入れを持参された場合は、職員にひと声おかけ下さい。また、健康管理上（食中毒・病気など）1回で食べきれる量でお願いします。その他、ご家庭で作られた飲食物や生ものについては、お持ち込みをご遠慮願います。

	外出外泊
	　外出・外泊を希望される方は、分かり次第早めに施設にご連絡願います。また、来園時は所定の用紙に記入の上、職員に届け出て下さい。

	嘱託医以外の医療機関への受診
	　基本的には協力医療機関への受診になりますが、協力医療機関に受診科目が無い場合は、他の医療機関への受診となります。

	施設・設備の
利用
	施設内の設備は、本来の用法に基づいて使用して下さい。これに従わずに使用し、器物の破損が認められた場合は、損害賠償して頂くことがあります。

	嗜好品
	　喫煙について、指定場所以外での喫煙は禁止しております。また、ライター・タバコ等の火災の危険のある物は施設で管理します。飲酒について、行事等において施設側が提供する場合を除いて、原則禁止しております。

	宗教・政治活動
	　他の入居者に対する宗教活動及び政治活動は禁止しております。

	ペット
	　ペットの持ち込みはご遠慮下さい。

	暴力団排除に
関する事項
	新潟県暴力廃止条例（平成23年新潟県条例第23号）第3条に規定する基本理念に則り、暴力団または暴力団員等による不当な行為に対し厳重に対処します。


※これらの項目を再三にわたって違反する場合は、退所などの措置をとることがあります。

②退居を希望される場合は、出来る限り早めに生活相談員または担当の介護支援専門員にご相談
下さい。退居した後の生活について、ご協力致します。

１４．入退居の手続き
　
○ 入居の手続き
　　 入居予定の連絡
　　　　　↓
　　 事前面接（入居者の状態の確認・施設概要の説明・診断書依頼）
　　　　　↓
　　 契約書・重要事項説明書の締結
　　　　　↓
　　 入居日の確認
　　　　　↓
　　 現在服薬している薬・衣類等の準備（別紙「持ち物一覧」参照）
　　　　　↓
　　 入居（原則として施設までご家族がお連れ下さい）
　　　　　↓
　　 行政手続き（住民票異動手続き、介護保険証、医療保険証、住所変更等）
　　　　　↓
　　 入居事務手続き（印鑑をお持ち下さい）

　○ 退居時
　　 退居の決定
　　　　　↓
　　 預かり金品引渡し日程の確認
　　　　　↓
　　 預かり金品引渡し（退居日から２週間を目安に）
　　　　　↓
　　 未清算金の支払い　
　　　　　↓
　　 行政手続き（介護保険証、医療保険証等）


　　サービスの提供にあたり、上記のとおり説明しました。

令和　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　説明者　　　職・氏名　生活相談員　　　中村　洋平　　　㊞　


上記内容について説明を受け、同意しました。また、この文書が契約書別紙（一部）となることについても同意します。
上記契約を証明する為に、本契約書を2部作成し、入居及び事業者の双方が記名・押印の上、それぞれ1通ずつ保管します。


[bookmark: _Hlk171006668]（入居者）　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　

（代理人）　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　（本人との関係：　　　　）

（身元引受人）　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名  　　　       　　　　　　　 　㊞　（本人との関係：　　　　）
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